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第９章第９章第９章第９章    家庭家庭家庭家庭科科科科の取り組みの取り組みの取り組みの取り組み    

  

Ⅰ 昨年度の研究概要 

昨年度，家庭科では「生徒の思考力を促す授業の工夫 ―ＴＴ指導を活用して―」というテー

マで，授業研究を行った。本校は，一昨年度からＴＴ指導を導入した。実際，この活用により，

実験・実習やワークシート・レポート作成では大幅な支援の強化ができた。また，グループ討議

等における生徒の発言や疑問などに素早く対応したり，教師の発問や生徒との対話を通し，思考

を深めたりする場面も数多く設定できた。授業後の検証アンケートでも，思考力を身に付けるた

めのＴＴ指導の効果を 85％以上の生徒が認めており，一作年度から導入したＴＴ指導の効果が認

められる。 

しかし，授業に意欲的に取り組んでいるとは言い難い状況がある。実生活においても，家庭基

礎で身に付けた知識・技術を活用する場面がまだまだ少ない。課題は，将来にわたる生活に役立

つ内容の充実を図り，生徒の思考力・表現力を身に付けさせるとともに授業に対する興味・関心

を高めていくことである。 

 

Ⅱ  今年度の研究サブテーマ 

昨年度は思考力に焦点を当てて授業研究を行い，一定の成果を挙げることができた。しかし，

まだまだ授業に意欲的に取り組んでいるとは言い難い状況がある。生徒の多くは授業に対する姿

勢が受身である。例えば課題を与えたとき最低限度の取り組みで済ませようとする傾向が見られ

る。また，どういった内容を答えればいいのか，どういった内容を記述すればよいのかという答

えにたどり着こうとヒントを他者に求めようとする生徒も多い。その結果，自分が考え導いた解

答に自信がなく，また，何をどう表現することが求められているのかも理解できていない。 

以上のことから，今年度の研究のサブテーマを「自分の考えを明確に表現する力を高めるため

の教材作り」とした。ここでいう自分の考えを明確に表現する力とは，資料や情報に基づいて事

実等を正確に理解し，意見や主張，感想を明確に記述する力である。そういった力を身に付けさ

せるために，生徒の深い思考を促すとともに，それを明確に表現する課題を取り入れたワークシ

ートを作成することにした。そして，今年度は，深い思考や表現につながるかどうかその一部を

試行しながらワークシートの作成をしていく。 

 

Ⅲ 開発教材について 

研究サブテーマに基づき，生徒の思考力・表現力の向上を図っていくワークシート教材を作成

した。構成は，１小単元または１テーマごとにＢ４プリント１枚とし，左半分は授業記録用のノ

ート，右半分に取り組みを深めるための考える視点やヒント，新情報を取り入れたワークシート，

そして振り返りのための授業の自己評価欄を設けた。このようなワークシートを小単元ごとに作

成し，授業を行った。次の例は，「親の役割」をテーマとした授業で，実際に生徒が記入したワー

クシートの一部である。  
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         生徒が記入したワークシート テーマ「親の役割」 

AAAA 

BBBB 

CCCC 
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Ⅳ 開発教材を用いた授業の結果について 

授業は前半は一斉指導，授業後半で個別にワークシートに取り組ませる展開にした。そして，

授業の最後に，その時間の自己評価をさせた。ワークシートに取り組む際は，何について考える

題材なのかという視点を説明し，自分の考えを明確に表現するよう促した。 

  

表 子育てのワークシートで考えさせた視点 

AAAA 
「成長を支える周りの人たちの支援がなければ，子どもは健やかに育つことがで

きない。子どもは，家族や身近な人々からの世話を受け，たくさんの愛情や人間的

なかかわりのなかで育てられていく」ということを考えさせるワークである。子ど

もから大人へと育つ途上にいる高校生である自分を例に，自分自身の発達を振り返

りながら考えるよう促した。 

 この生徒は，家族や親戚に加え，学校生活で出会う友達や先生，地域の人々の存

在もあげている。 

BBBB 
「子どもを生み育てるには，愛情のほかに，時間・エネルギー・忍耐が必要であ

り，経済的負担がかかる。それらの要素を継続的に子どもに注ぐためには，精神的・

社会的成熟が必要になる」ということを考えさせるワークである。自分自身が子ど

もを育む側になるとしたらという視点で考えるよう促した。 

この生徒は，将来親になりたいとした上で，周りからの影響を受けて育つことや，

周りを尊重し，周りのために行動すること，犠牲や我慢が必要であることをあげて

いる。 

CCCC 
「自分の命を伝え，親になるということは，次の世代の担い手を育て，未来の社

会を育てることを意味している。また，親になることを選択しなかったとしても，

社会の中で，大人の一人として子どもにかかわることは必要である」ということを

考えさせるワークである。子どもを育てるということには，親にとっての意義に加

え，社会にとってどのような意義があるのかを考えるよう促した。 

この生徒は，子孫を残し家族間の繋がりを深めると同時に，文化の伝承や発展，

未来の社会を構成する存在を育てるということをあげている。 

最後に，授業のまとめとして，多くの人が自分の発達を支えてきてくれたように，自分自身も

子どもを育む社会の一員となることを目標として，これからの学習に臨むよう伝えた。 

 このようなワーク形式の学習に関して，生徒はおおむね肯定的に受け止めている。記入に時間

を要する生徒も見られるが，記入のヒントや例を示すことにより，記入を促している。今年度は，

深い思考や表現につながる課題づくりを行い，実際に試行しながらワークシートを作成してきた。

（※巻末に作成したワークシートの一部を示す。） 

次年度は，より綿密な授業を展開し，それを生徒がどう受け止めたかを検証していこうと考え

ている。 


